
第9回        中        日程

I日 程

平成6年 3月 3日 (木)

東京医科歯科大学 医学部 大会議室

(第 2診療棟 1階奥、正面玄関より入る)

14:00開会

1)聰
2)当番大学病院長挨拶

3)文部省挨拶

4)講
16:00閉会

4、 基準面積 (又は資格面積)の見直し

5、 新設医大集中治療部における機器更新

6、 い の獣  G謝乱た学)

7、         中 の離

8、 その他
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Ⅱ 議 題

1、 国立大学救急部・ 集中治療部設置基準に関するアンケ‐卜報告

(弘前大学)

2、 国立大学病院集中治療部協議会規約 (案)について

(棘囲 畔 )

3、 集中治療部の整備 (人員増)について

(秋田大学、北海道大学、香川医科大学、鳥取大学

大阪大学、長崎大学、山口大学)
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第 9回全国国立大学病院集中治療部協議会出席者名簿
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国立 大学病 院集 中治療 部協議会規 約 (案 )

第 1章  名称

第 1条  本 会 は 、 国立 大 学 病 院 集 中 治 療 部 協 議 会 (以 下 「 協 議 会 」 と

い う。 )と 称 す る。

第 2章  目的

第 2条  協議 会 は、会員相互 の緊密 なる連絡 と協 力 とに よって 、集 中治

療部 の円滑 な運 営 を図 る こ とを 目的 とす る。

第 3条  協議 会 は、前条 の 目的 を達 成 す るため 、次 の事項 を審議 す る。

(1)集 中治療部 にお け る診 療 ・教 育 。研究・管理運営 及 び施設等 に

関 す る諸 問題 。

(2)集 中治療部 相互 間の協 力援助 。

(3)そ の他協議 会 の 目的達 成 の ため必要 な事 項 。

第 3章  組 織

第 4条  協 議 会 は、国立 大学 病 院集 中治療部長 及 び副部 長 を もって組織

し、その運 営 の ため 当番大学 を置 く。

第 5条  当番 大学 は、毎年度 持 ち回 り制 と し、次期 の 当番大学 は、協議

会 にお いて互選 に よ り決定 す る。

第 6条  当番 大 学 は 、協 議 会 を開 催 し、そ の ため の資 料 の収 集 、調 査

研究 、記 録及 び連絡 等 の任 に当 た る。

第 4章  会 議

第 7条  協議 会 は、原 則 と して年 1回 以上 開催 す る もの とす る。

第 8条  協 議 会 は、必要 に応 じて文部 省 、その他 関係者 の 出席 を求 め る

こ とがで きる。

第 9条  協 議 会 の議 決 を得 た決 定 事 項 の うち重 要 な もの は 、 国立 大 学

病 院長 会議 に上程 す る。

第 10条  協 議会 の議長 は、当番大学 の集 中治療 部長 が 当 た る もの とす る。

第 H条  協 議 会 は、第 3条 に掲 げ る 目的 を達成 す るため 、必 要 に応 じて

本会 の構 成 員等 に よる小委 員会 を設置 す る こ とがで きる。

第 5章  雑 則

第 12条  本 規 約 の 改 正 は 、協 議 会 に お け る出席 大 学 の過 半 数 の議 決 の

賛成 を必要 とす る。

「付  貝J

本規約 は、平成   年   月  日か ら施行 す る。



第9回全国国立大学病院集中治療部協議会

大学名 秋田大学

1。 提案議題および理由

議 題 :ICU医療スッタフの充実

理 由:全国国立大学病院において、ICUの設置の完了した。
これからはICU内部の充実として教官・看護婦の定員増をお願い

したい。



第9回全国国立大学病院集中治療部協議会

大学名 北海道大学

1。 提案議題および理由

議 題 :国立大学病院集中治療部の質的充実のための定員増を、協

議会として、文部省き働きかけること。

理 由 :教官3、 非常勤医師6のところ、後者は9名への増員を予

定しているが、非常勤医師を教育し診療の質を向上させるため教官

は週2～ 3回の夜間勤務が常態となっている。

先進的な私学では検査室の設置と専任の技士の配置、医療機器の

集中管理のための臨床工学士の配置が実現しているのに比べ、国立

大学集中治療部のコメディカルの現況は著しく劣悪である。これら

の点につき、向後質的充実のための定員増を協議会として、強く

文部省に働きかけるべきと考える。



第9回全国国立大学病院集中治療部協議会

大学名 鳥取大学

1.提案議題および理由

議 題 :集中治療部職員の増員、特に技士の配置について

理 由 :集中治療部の業務の中で、人工呼吸器、酸素療法機器、補

助循装置、血液浄化装置、各種監視装置など、生命維持管理装置の

操作や保守点検を行うことは大変に重要な日常業務となっている。

このために昭和63年度から臨床工学技士の制度が施工され、今や

全国的に相当数の有資格者が誕生し、ICUにおけるこの職種の役

割は益 重々要度を増している。

しかるに、国立大学病院の集中治療部にはこの業務にあたる技官

が配置されてないために、唯でさえ定員の少ない医師、看護婦がこ

のような業務にも当たらぎるをえず、これが円滑な集中治療を休み

なく行う上での重要な負担・ 支障となっている。

このような現状から、技士 (臨床工学士)の配置を強く要望する。



第9回全国国立大学病院集中治療部協議会

大学名 香川医科大学

1。 提案議題および理由

議 題 :集中治療部の定員配置について

理 由 :集中治療部訓令化の際、先発校は定員配置がいわゆる7人

セットで行われていた。ところが少なくとも平成8年度以降4名 (

教官 1、 看護婦3)となっている。ひるがえって救急部の副1冷化で

は先発校より現在まで、いわゆる11セ ットの配置が維持されてい

る。集中治療部の認1令化における、この定員減については将来補充

措置があるのか、あるとすれば、その計画について知りたい。



第9回        中治療部協議会

大学名 1馴 |1医科大学

1。 提案議題および理由

議 題 :集中治療部への臨床工学技士の配置について

理 由 :集中治療部の急速な進歩と多様化によって集中治療部で用

いられる治療機器・ モニターなどの検査機器は複雑で高度の機能を

持つものが増えてきた。これらの機器の有効な利用と維持には、今

や医師・ 看護婦では対応できない。臨床工学技士の技會臼こ負うとこ

ろが大きい。定員配置を要望する。



第9回全国国立大学病院集中治療部協議会

大学名 大阪大学

1。 提案議題および理由

議 題 :集中治療部の整備 (人員増)について

理 由 :従来から臨床工学技士の定員化ならびに看護婦の増員を要

求してきたが、今回も継続して要求したい。また集中治療医学の今

後の発展のために、将来的に集中治療部を講座化することを目標に

、集中治療部教授のポストを含めた医師の増員を要求する。



第9回全国国立大学病院集中治療部協議会

大学名 山口大学

1。 提案議題および理由

議 題 :田調こ学技士の配置、定員化

理 由 :多種多様の医療機器管理を医師及び看護婦で行っているが

安全制の上で無理もあり、これ以上続けると事故が起こる可能性も

出てくる。またそれぞれ高価な機器ばかりなので完全な管理を行う

ことにより長期間使用できるようになり、病棟への貸出し等も行え

経済的にも大きな利点がある。



第9回全国国庄大学病院集中治療部協議会

大学名 長崎大学

1。 提案議題および理由

議 題 :パラメディカル●スタッフの整備

理 由 :臨床検査技士・ 看護婦 0事務職員不足は教官に更に仕事の

付加を強いている。



第9回全国国立大学病院集中治療部協議会

大学名 長崎大学

1。 提案議題および理由

議 題 :基準面積、 (資格面積)の見直し

理 由 :総面積の枠は現在の基準では、院内感染予防やベッドサイ

ドヘ時 に支障をきたしている。



第9回全国国立大学病院集中治療部協議会

大学名  滋賀医科大学

1.提案議題および理由

議 題 :新設医大集中治療部における機器更新

理 由 :開院以来10数年を経たため、全てのレスピレーター、血

液透析器、血液ガス及び電解質測定器などが死旧化しつつあります

。これらの機器は、患者の生命維持に欠くべからぎるものでありま

して、是非更新のための特別予算の配分を考慮していただけますよ

うお願い申し上げます。



第9回全国国立大学病院集中治療部協議会

大学名 群馬大学

1。 提案議題および理由

議 題 :保険診療枠の拡大

理 由 :重症患者治療にあたっては、薬価の高い薬剤や、血漿製剤

を大量、長期に投与せぎるを得ない場合があるが査定減の問題が生

じる。保険診療の上で特断の配慮が得られないか。


